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プログラム名：奈良の都の木簡に会いに行こう！２０２０ 

所属 

研究 

機関 

名称 
独立行政法人国立文化財機構 

奈良文化財研究所 

機関の長

職・氏名 
所長 松村 恵司 

実施 

代表者 

部局 都城発掘調査部 

職 室長 

氏名 馬場 基 

 

開催日 ①2020年 8月 12日（水）， ②2020年 8月 13日（木）， ③2020年 8月 14日（金） 

実施場所 奈良文化財研究所 平城宮跡資料館 

受講対象者 ①②小学校 5・6年生， ③中学生 

参加者数 ①小学校 5・6年生 3名， ②小学校 5・6年生 8名， ③中学生 8名 

交付申請書に記

載した募集人数 
①10名， ②10名， ③10名 

プログラムの目的 

木簡は、教科書にも登場するが、その脆弱性ゆえに実物を見る機会は少ない。また木簡には、教科書

で述べられる歴史資料としての価値を超えて、古代日本列島の人々が文字文化を受容・確立する際の、

多様な試行錯誤が潜んでおり、現在我々の研究グループでは日本列島における文字文化の受容と確立・

展開に関する、歴史学・国語学・情報学等の多分野横断研究を推進している。 

こうした状況を踏まえて、参加者に木簡の「実物」での作業や観察を通して、歴史や考古学の面白さ

を体感してもらうとともに、我々の最新研究を紹介し、日本列島における古代から現代までの文字文化

の変化と連続性について理解と考察を深めてもらうことを目的に企画した。 

プログラムの実施の概要 

【プログラムにおいて留意、工夫した点】 

参加者の自発的参加と多面的理解を促進し研究の醍醐味と意義の理解を促進するため、以下の点に留

意・工夫してプログラムを作成した。 

①募集日ごとに学年を分けた 

 学年毎に学習状況が異なり、また集中や関心の方向に違いがある。これに対応するため、より細かく

募集日毎に学年を分けて、プログラムの内容や運営を調整した。 

②参加者が自分の五感を活用して観察する時間と環境の確保 

 参加者が自分で見て、触って、感じて考える時間と環境を確保した。参加者あたりの実施者の数を確







次に、現在開発中の AIを活用した木簡画像処理プログラムについて、その機能の一部を実際に体験

できるスマートフォンアプリを開発し、参加者に試用してもらった。 

当初の想定通り、一定以上の精度で画像処理ができ、参加者・同伴者からは驚きの声が上がったが、

その一方で、撮影者の個性や撮影デバイス、撮影環境等の要因により、多様な処理結果が得られた。結

果として、今後の研究遂行にフィードバックできるデータを入手することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:50－16:10 修了式（アンケートの実施、未来博士号の授与） 

16:10  終了・解散 
 

【事務局との協力体制】 

プログラムを実施する都城発掘調査部史料研究室と、これを事務的にサポートする連携推進課経営戦

略係・広報企画係との間には、これまでの実施経験に基づいて緊密な連携・分担体制が構築されており、

今回も支障なくプログラムを立案・実施できた。 
 

【広報活動】 

学振の募集ページとは別に、機関のホームページにプログラム概要を掲載した。 

なお、本年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に鑑み、例年、募集人数を大幅に超える申込

があることから、申込状況を見ながら広報活動を行うこととした。 

結果として 2、3日目が早々に募集人数に達したことを受け、広報活動は機関のホームページへの掲

載のみとした。 
 

【安全配慮】 

A 新型コロナウイルス感染症対策： 

・実施会場において、参加者同士の十分な距離を確保するため、申請時よりも募集定員を半分に削減し、

参加者１人あたり１卓の配置で、プログラムを実施した。 

・参加者および同伴者に当日の検温およびマスクの着用を義務付けた。 

・実施会場にいるすべての人（実施者・参加者・同伴者）に、手指消毒用ミニアルコールスプレーを配

布するとともに、会場出入り口に手指消毒用アルコールジェルを設置した。 

B 安全対策： 

・受講生およびその保護者と実施協力者（大学院生ほか）について、実施者と実施分担者と同じく機関

で加入している保険で対応した。 

・作業や見学中の安全を確保するために、概ね受講生 2 人に 1 人の割合で学生・大学院生のアルバイ

トを配置した（講義内容の理解を助ける役割も兼ねる）。 

・真夏の時期の実施となるため、万一の熱中症等の発症に備え、休憩場所の用意、飲料や氷の準備、応

急処置の用意など、万全の対策を講じた。 

 

講義③史的文字 DB連携検索システム 講義③木簡木目消しプログラム 



 

【今後の発展性、課題】 

 木簡の出土・洗浄作業から、研究・分析までの流れについて、しっかりと体感・理解してもらうこと

ができた。また、木簡に「働きかける」（木簡を作成する・分析研究する）体験を増やしたことは、い

わゆる「講義」型式での説明をできるだけ減らしたことと相まって、大きな効果を発揮したと考える。

子供達の成長段階・理解度に対応するため、小学生・中学生で日にちを分けて、類似したプログラムで

ありながらも、内容に変化をもたせて実施したことも、理解の深化に有意義であった。また、新型コロ

ナウイルス対策のため、人数を絞り込んで実施した。結果的にみると、比較的少人数で実施したために、

参加者の反応をきめ細かく見極めながら、運営することが出来た。 

 出土・洗浄等の体験は、木簡理解の上でも欠かせない重要なプログラムであり、今後も堅持すること

が望ましいと考える。一方、木簡に働きかけるタイプの実習は研究の進展や、参加者の学年・年齢等に

合わせて、さらに発展・深化させることが可能である。例えば、今回は「木簡墨」という滲みの少ない

墨汁を利用して木簡作成の実習を行ったが、墨汁等を利用した上で文字を書く工夫を参加者と共に行っ

たり、紙についても手で持って書く時間を持つなどの、より多様な「実体験」を取り入れながら、木簡

の文字の特徴や、日本の文字文化のあり方を考察・体感してもらうことなどが可能である。 

 一方、刃物を用いて体験する部分、今後のあたらしい生活様式への対応、要望の多い高校生以上の参

加を、コストをしっかりコントロールしながら実施することが今後の大きな課題であろうと考える。 




